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回答するよう依頼し、「かなりそうである」 2 、 
「どちらかというとそうである」を 1 、「どちら
とも言えない」を 0 、「どちらかというとそうで














































































項目・内訳 人数（％） 平均（標準偏差） 項目・内訳 人数（％）
年齢 46. 8（7. 8） 資格（複数回答）
　　20歳代 26（10. 4） 　　看護師 199（79. 6）
　　30歳代 40（16. 0） 　　准看護師 133（53. 2）
　　40歳代 75（30. 0） 　　保健師 16 （6. 4）
　　50歳代 69（27. 6） 　　助産師 2 （0. 8）
　　60歳代 38（15. 2） 施設
　　70歳代 2 （0. 8） 　　病院（20床以上） 166（66. 7）
現職場での経験年数 12. 0（7. 8） 　　医院・診療所（20床未満、無床） 41（16. 5）
　　 5 年未満 76（30. 4） 　　その他（特別養護老人ホーム等） 42（16. 9）
　　 5 年以上～10年未満 50（20. 0） 　　無回答 1 （0. 4）
　　10年以上～20年未満 63（25. 2） 県主要鉄道駅（高知駅）までの移動時間
　　20年以上～30年未満 36（14. 4） 　　60分未満 120（48. 4）
　　30年以上～40年未満 21 （8. 4） 　　60分-120分未満 111（44. 8）
　　40年以上～ 2 （0. 8） 　　120分以上 17 （6. 9）
　　無回答 2 （0. 8） 　　無回答 2 （0. 8）
職位 インターネットの使用状況
　　看護管理者（看護部長/看護師長/主任等） 61（24. 6） 　　よく使っている 122（49. 2）
　　スタッフ 187（75. 4） 　　時々使っている　 77（31. 0）
　　無回答 2 （0. 8） 　　あまり使っていない 18 （7. 3）
勤務形態 　　ほとんど使っていない 31（12. 5）




項目 名（％） 項目 名（％）
看護実践能力を向上するための取り組み 研修への参加を妨げる理由
　所属する施設内の研修等に参加する 161（64. 4） 　日程調整・時間調整が難しい 155（62. 0）
　仕事に関連する本や雑誌を読む 155（62. 0） 　研修開催地まで遠い 135（54. 0）
　気がかりとなった看護の実践、仕事について、振り返る 121（48. 4） 　家庭の事情（育児、介護、家業等） 102（40. 8）
　所属する施設外の研修等に参加する 120（48. 0） 　興味がある研修がない・少ない 39（15. 6）
　講演会、公開講座に参加する 75（30. 0） 　現在の環境で、必要な研修を受けている 23 （9. 2）
　学会に参加する 51（20. 4） 　その他 22 （8. 8）
　ケアカフェ、事例検討会など施設を超えた活動に参加 34（13. 6） 研修へ希望すること
　その他 9 （3. 6） 　新しい知識の獲得やスキルアップにつながる 197（78. 8）
研修に関する情報の入手先 　日帰りで受けられる時間設定や会場 187（74. 8）
　職場からの案内 224（89. 6） 　基礎的な学び直しができる 104（41. 6）
　看護協会からの案内 103（41. 2） 　看護の専門性や役割について探求できる 86（34. 4）
　インターネットのホームページ 51（20. 4） 　実践の振り返りができる 86（34.4）
　友人から 30（12.0） 　職場の活性化につながる 71（28. 4）
　新聞・ラジオ 16 （6. 4） 　他の職場の看護職者との交流ができる 57（22. 8）
　その他 15 （6. 0） 　その他 6 （2. 4）























表 3 に示す。全体として、平均1 . 13～0 . 10（標


















































意見を言うことができる」（ｔ（137 . 46）＝3 . 719。
ｐ<0 . 01）、「自施設におけるこれからの看護の在
り方について、語り合う機会がある」（ｔ（246）
＝4 . 050。ｐ<0 . 01）、看護管理者がスタッフより
有意に高かった。「看護実践上の悩みについて、
参加者と共有し、振り返る機会があれば参加し
たい」（ｔ（121 . 81）＝5 . 196。ｐ<0 . 01）、「スタッ
フ教育や支援について、参加者と共有し、振り
返る機会があれば参加したい」（ｔ（118 . 62）＝
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